
 

 発達障害部 通級指導教室経営計画 

 

  当 校の通級指導教室は，新潟市教育 委員会が発達障害 通級指導教室での指導 が必

要 であると認めた新潟市立 小中学校に在 籍する 児童 生徒に対して，その障害特性 に

応 じた指導を行う教室です。また，新潟 大学教育学部附属学校の通級指導教室と し

て ，教育の理論と実際の研究及び内地留 学生や大学生・大学院生等の実習，イン タ

ーンシップ等の実施に当たる使命ももっています。  

 

（１）通級指導教室の役割 

①  通級生徒への支援 

障 害 の 特 性 に 応 じ て 特 別 の 指 導 を 行 う 。 そ の 際 ， 保 護 者 と の 懇 談 ， 本 人 と の  

面接 ，検査結 果の分析， 在籍校で の生徒 の様子等から ，指導方法 を検討す る。 児

童生徒の実態に応じて，個別指導，グループ指導，両者の併用を行う。 

②  特別支援教育のセンター的機能  

通 級生徒在 籍学校担 任や校内 委員会 と関わ り，学校 全体や通 常の学級 での支 援

について話し 合う。また ，在籍学 級内に おける教育支 援と当教室 の支援内 容につ

いて，当校の小学部，中学部，高等部で蓄積された指導方法を生かしていく。  

 

（２）通級指導教室の目標 

  ○社会性やコミュニケーション能力を向上させ，通常の学級で適応する 児童生徒 

  ○自尊感情を高め，明るく前向きに生活する児童生徒 

 

（３）教室経営の方針 

○本人，保護者，在籍校の願いを整理し，達成可能な課題を設定する。  

○保護者，在籍校と連携し，共通理解のもとに協力して指導に当たる。  

○ 児 童 生徒の 実態，学年 等を考慮 し，指 導グループの メンバー構 成を柔軟 に考え

指導を行う。 

○新潟大学と 連携し，で きる限り 内地留 学生や大学院 生，大学生 ，ボラン ティア

とティームを組んで指導に当たり，生徒への肯定的な認めを行っていく。    

 

（４）指導者 

  ○当校担当者＋各学部教諭が年間１回ずつ参加  

  ○新潟大学関係者（内地留学生，大学院生，大学生，それぞれ若干名）  

  ○ボランティア（校長が認めた者）  

 

（５）児童生徒の人数（計 42人：４月１日現在） 

 小３年 小６年 小計 中１年 中２年 中３年 小計 合計 

男子 １  ２  ３  ５  14 12 32 35 

女子  ０  ２  ２  ３  １  １  ５  ７  

計  １  ４  ５  ８  15 13 37 42 



 

（６）指導の形と指導内容 

  ○指導の形 

   ・グループ指導…２～４人で１グループ  ・個別指導…数名 

  ○指導内容 

   ＜社会性の向上，コミュニケーション能力の向上を図る＞  

・ルールを守りながら活動することを楽しみ，結果を受け入れる態度を育てる。

・ 表 情 や 声 の ト ー ン か ら 他 が 自 分 の 様 子 を 感 じ て い る こ と に 気 付 か せ る 。    

・相手の気持ちや考えを認めながらも、自分なりの気持ちや考えも相手に伝え、   

課題を遂行しようとする態度を育てる。                等  

   ＜自尊感情を高める＞ 

・いろいろな活動を体験する中で，新たな自分の可能性に気付かせる。  

・自分の言動を他から認めてもらう場を設定する。            等  

   ＜教科の補充＞ 

・ 読字， 書字， 算数等 の著し い苦手 さをも つ 児童 生徒に ついて 、本人 、保護 者 

や担任と話し合い，必要に応じて在籍校や家庭と連携して指導に当たる。  

 

（７）指導の時間割り（表― 1、表―２  参照） 

○ 60分を１単位時 間とし、 児 童生徒一人 につき１週間に１ 回の指導を 基本とする 。

○グループ指導は原則として，月 曜，火曜，水曜，木曜，金曜の 14時から 15時，     

火曜，木曜の 15時 50分から 16時 50分， 17時 10分から 18時 10分に行う。それぞれの

グループの指導曜日は，固定せず，２ヶ月を目安にローテーションする。  

○教育相談は，適宜，実施する。  

 

（８）その他 

○ 在籍校が主 となり作成 した「個 別の教 育支援計画」 を用いて， その内容 につい

て保護者，担任等を交えた支援会議で検討，評価していく。  

 

【表―２  年間の指導、支援の様子】 

月  
予  定  

備  考  
通級指導教室  本人，保護者，在籍校  

４  

・保護者，本人と面談  

 

・通級指導教室説明会  

 

・在籍校訪問 

（授業参観） 

・通級指導教室において面談  

 

・保護者，在籍校関係者参加  

 

・個別の指導計画作成 (※ 1) 

※ 1 在 籍 校 が 個 別

の 指 導 計 画 を

作 成 す る に あ

た っ て ， 通 級

担 当 が 支 援 会

議 に 参 加 す

る。 

５～７ 

・通級指導 

 

・通級指導の記録を 

在籍校と共有 

 

 

・通級担当と本人との個別  

面談① (６月中旬頃 ) 

 

・在籍校関係者の通級指導 

教 室 訪 問 ， 並 び に 授 業 参 観

(※ 2) 

 

 

 

 

 

※ 2 在 籍 校 関 係 者

か ら ， 年 間 で 1

回 以 上 の 通 級

指 導 授 業 参 観



 

 

 

 

・在籍校の普段の様子を  

通級担当と共有  (※ 3) 

を 行 っ て い た

だく。 

 

※ 3 在 籍 校 関 係 者

か ら 通 級 担 当

へ 普 段 の 学 校

生 活 様 子 を 情

報 提 供 し て い

ただく。 

７～８ 

(夏季休

業中 ) 

・在籍校支援会議へ  

参加   

・支援会議の企画運営 (※ 4) ※ 4 支 援 会 議 に つ

い て は ， 在 籍

校 か ら ， 支 援

会 議 の 企 画 運

営 を 行 っ て い

ただく。 

９～３ 

・通級指導 

・通級指導の記録を  

在籍校と共有 

 

 

 

・在籍学校支援会議へ  

参加  

 

・通級担当と本人との個別  

面談② (11月中旬頃 ) 

・在籍校の普段の様子を  

通級担当と共有  (※ 3) 

 

・支援会議の企画運営 (※ 5) 

 

 

 

 

 

 

※ 5 在 籍 校 か ら ，

開 催 を 弾 力 的

に 計 画 し て い

ただく。 

 

 


